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　 　市政を問う  一般質問　

問 線引き廃止に向けた現在の
状況について。

答 8 月 30 日の兵庫県都市計画
審議会において、①加西市

を東播都市計画区域から分離して
加西市単独での都市計画区域とす
る。②加西市都市計画区域は線引
きのない非線引き都市計画区域と
する。③令和 8 年 3 月を目標にこ
れらの都市計画決定を行う。と決
定されました。これらは県の正式
発表の後、予定どおり法手続が進
められるものと認識しています。

問 地元区長や役員、市担当者
等の話合いでは、下里川を

挟んで南側を住宅地、北側 2 ヘク
タールを産業用地という話だった
が、それでは住宅の戸数が 25 戸
から 30 戸と大変少ない。徒歩圏
内にイオンがあり、小中学校も大
変近く住環境に恵まれているの
で、川の北側にも 30 戸以上の住
宅用地を用途区分として指定して
いただきたいが、いかがか。

答 必ずしも現段階でゾーニン
グ及び区画数を確定するも

のではありません。地元、地権者、
関心を持つ開発事業者と共に、よ
りよい案を検討していきます。

問 基本的には民間の開発とな
ると思うが、「何を建てられ

る土地か」という用途区分につい
ては、まずは市が意向を示すこと
になろうかと思う。地域と加西市

の発展のため、住環境に恵まれた
アクアス周辺に 60 戸以上の住宅
地をと思うが、改めて市の考えは。

答 住宅用地の需要の優劣につ
いて、アクアス周辺の土地

は立地において一定の優位性があ
ると考えます。住宅用地の戸数設
定については、地元の意向や需要
見込みを勘案しながら、よりよい
計画ができるよう努めます。

問 この土地に隣接して、全国
的に有名な企業の 100％子

会社がある。工場拡張の打診等を
してもいいと思うが、いかがか。

答 個人所有地の開発に係る件
のため、市からの問合せは

難しいと考えます。ただ、開発意
欲のある事業者が手を挙げられた
際には、営業活動の一環として、
周辺の企業にお声がけをするとい
うことは十分に考えられます。

中右　憲利  議員
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アクアス周辺の開発

問 平成 26 年度から 3 市広域
連携により共同処理が開始

され、加西市クリーンセンターの
焼却炉は廃止となり、受入れが変
更された。現在の運営状況は。

答 職員及びシルバー人材セン
ターの作業員合わせて計 8

名で受入業務を行っています。令
和 5 年度の搬入量は約 1,900 トン、
搬入台数は約 1 万 6,800 台となっ
ており、平成 25 年度の約 1万 2,200
トンと比較して約 84％減少して
います。

問 共同処理によるコスト削減
効果額及び平成 26 年度以

降の新規施策とその事業費は。

答 広域連携によるコスト削減
効果額は、令和 5 年度決算

額では約 1 億 700 万円です。また、
新たな市民サービスとして、粗大
ごみ拠点回収事業、剪定枝等のリ
サイクル事業、指定ごみ袋の値下
げ及び粗大ごみ手数料減額を平成
26 年度以降で行っており、新た
な経費として約 6,600 万円が必要
となっています。

問 加西市では剪定枝や刈草を
受れ入れ、野焼き等が以前

より減少し、循環利用促進と環境
負荷の軽減にもつながっている。
加西市クリーンセンターでの剪定
枝や刈草の受入状況及び効果は。

答 平成 26 年度 423 トン、令
和 5 年度では 996 トンを再

資源化物として受入れを行ってい
ます。また、堆肥製造業者とタイ
アップを図り、市オリジナルの堆

肥として安価で提供しています。
効果としては、循環利用促進によ
る環境的効果、設備の延命化によ
る施設的効果があります。

問 加西市クリーンセンターの
焼却炉は平成 26 年度に廃

止となっている。公共施設の適正
な維持管理の観点から解体撤去工
事の施工時期について伺う。

答 令和 6 年度は施設内のダイ
オキシン類、アスベスト等

の事前調査を行っています。令和
7 年度に解体計画、概算工事費の
算出を行い、令和 8 年度に解体工
事に着手する予定です。

■その他の質問項目
・ 高齢者の生きがいづくりと社会

参加について
・ 加西市社会教育施設の課題につ

いて

高橋 佐代子  議員
（改革未来・自民の風）
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